
　「挑戦が社員の成長を生み出
し、それが会社の力になる」。こ
う語るのは、DREAM代表取締
役社長の辻 貴史。ただ、2012
年に社長に就任した時は、全く
別の考えだったと明かします。
辻の念頭にあったのは、歴代社
長の路線を踏襲すること。好調
な業績を維持するためには、既
存の戦略に沿ったかじ取りが最
善だと考えていたからです。

　しかし、社員の思いは違いまし
た。「辻さんがトップになり、会社
がどんなふうに変わるのかワク
ワクしていたのに」。親睦会の席
での若手社員の何気ないひと言
が、胸に刺さりました。会社をさ
らなる成長軌道に乗せるための
新社長のチャレンジに、多くの社
員が期待を寄せていたのです。
　「社長就任当初の考えは、自
信がないことの裏返しだったか

もしれない」。自分が社長に就
いた意味は何なのか、辻は改め
て自らに問い掛けました。その
時思い出したのは、物流ビジネ
スに打ち込んできたこれまでの
キャリアでした。
　三菱商事入社後、「物流業界
に革命を起こすような仕事がし
たい」という夢を抱き、米国で
培った物流オペレーションやベ
ンチャー投資ビジネスの経験を

活かして最新鋭の物流施設の
開発・リースやテナント誘致にが
むしゃらに取り組んだ日々は、辻
にとってかけがえのない財産に
なっていました。
　「社長になった今こそ自分の
カラーを打ち出す時ではない
か。これまでの経験や思いを活
かし、DREAMならではの物流

ファンドビジネスを仕掛けて会
社の活力にしよう」。辻はそう決
心しました。結果として、業界で
初めて私募REIT※に物流施設
を組み込むなど、商社系ならで
はの物流事業の知見を活用し
た金融商品を開発し、先行者利
益の獲得と他社との差別化に
成功しました。

三菱商事グループの
企業価値向上を支える、
経営者の奮闘ぶりを紹介します。

DREAMのファンドが保有する
大黒町物流センター

社内ボーリング大会の様子。人材の流
動化が激しい業界だけに、社内コミュニ
ケーションを大切にしている

常 に挑 戦 す る
姿 勢 を忘 れ な い

　「失敗を恐れず挑戦し、成功体
験を日々積み上げることで社員
には大きな自信となり、会社に一
体感が生まれる」と辻。「三菱商
事のリソースを使っていろいろな
ことにチャレンジできるという連
結経営の醍醐味を、今では多くの
社員が実感してくれている」と、

確かな手応えを感じています。
　また、業界に先駆けて新たな
挑戦をし続けることで、好循環
が生まれると辻はいいます。「挑
戦できる場所には、優秀な人材
が集まる。新たな知見が蓄積さ
れ、それが会社の力になる。大
切なのは、この好循環をより確

実なものにしていくこと」。辻は
こう強調します。
　今年の夏には、REITの本場
である米国に初めて駐在員を派
遣。海外でも次なる成長に向け
た取組みは着実に進んでいま
す。DREAMの挑戦はこれから
も続きます。

 三 菱 商 事 の 経 営 人 材

ダイヤモンド・リアルティ・マネジメント
（DREAM）

代表取締役社長 辻 貴史
つ じ  た か  し 

ダイヤモンド・リアルティ・マネジメント（DREAM）とは
国内外の機関投資家向けに不動産私募ファンドの組成・運用事業
を行う目的で2004年10月に設立。事業を拡大し、最大で5,000
億円を超える資産を運用する規模にまで成長しています。

胸 に 刺 さ っ た 社 員 の ひ と 言

挑 戦 が 好 循 環 を 生 み 出 す

※私募REIT ： REITとは不動産投資信託のことで、多くの投資家から
資金を集め、その資金を主に不動産への投資によって運用し、その
結果得られた収益を投資家に分配します。私募REITは、REITのう
ち、私的な募集によって販売されるものを指します。
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